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資　　料

 I ．はじめに

精神科看護師が自らの仕事に満足感を持ち生き生き

と看護に取り組むことは，提供するケアの質の向上に

つながり，看護師と患者双方の利益となるため重要で

ある．しかしながら，精神科看護師の職務満足は他科

に勤務する看護師より低く（久保ら，2007），同じ精神

科に勤務する他職種より低いこと（Aronson，2005）が

指摘されている．また，勤務する場所によっても満足

度に差があり（Landeweerd & Boumans，1988），医師－

看護師関係（Matos. et al，2010），精神科勤務継続の意

志（大屋ら，2002）などが影響しているとされる．こ

のように，精神科看護師の職務満足には様々な要因が

関係しているため，どのような要因がどのように職務

満足に影響しているかを検討していくことが精神科看

護師の職務満足を高めるために必要である．

そこで今回，職務満足に影響する要因の一つである

やりがい（三浦ら，2001）に着目した．やりがいとは

物事をするに当たっての心の張り合いとされるが，精

神科看護師のやりがいに関する報告は少なく，その実

態が十分に明らかにされているとは言い難い．精神科

看護師がどのようなことにやりがいを感じ，どのよう

なことにやる気を失っているのかについて実態を明ら

かにすることは，精神科看護師のやりがいを高める方

法について検討する材料となる．このことは，精神科

看護の職務満足を高めることにつながり，ひいては精

神科看護を魅力ある職業としていくことに貢献できる

と考える．

II．目　的

本研究の目的は，精神科看護師が仕事で感じている

やりがいに関する実態をあきらかにし，やりがいの向

上のために必要なことについて示唆を得ることである．

III．方　法

1．研究デザイン

本研究は，研究参加者の認識を扱うことから，質的

記述的研究デザインとした．

2．研究参加者

A 県の精神科看護職の職能団体会員である看護職

（看護師．准看護師）で，研究協力に同意を得られた

259 名とした．

3．データ収集期間

2012 年 9 月～2013 年 1 月

4．データ収集方法

精神科看護職の職能団体が主催する研修会終了後に，

参加者に対して自記式質問紙を配布し，終了後に回収

した．質問紙の回収は任意とした．

5．データ収集内容

西川（1984）を参考に，独自の質問紙を作成した．質

問紙では，最初にやりがいの程度について 5 件法（5：

大いにある～1：まったくない）で回答を求めた．続い
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て，何にやりがいを感じるか，どのような時にやる気

を失うか，働きやすい職場にするには何が大切か，に

ついて自由記述で回答を求めた．

6．データ分析方法

やりがいの程度については単純集計を行った．自由

記述については，舟島（2012）が紹介している Berelson.

B の内容分析に準拠し，意味内容の類似性に従い分類

し，その分類を反映したカテゴリーネームをつけた．分

析の際，抽象的で意味が不明瞭な回答，質問の趣旨を

反映していない回答については除外した．分析の信頼

性は，精神看護学を専門とする研究者 3 名で討議する

ことで確保するよう努めた．

7．倫理的配慮

書面にて，研究の趣旨と研究協力の自由，協力拒否

による不都合の排除，途中棄権の自由，プライバシー

の保護，公表方法についての説明を行い，調査紙への

回答と提出をもって同意を得たとした．

なお本研究は，徳島大学病院臨床研究倫理審査委員

会（承認番号 1578）の承認を得て行った．

IV．結　果

1．研究参加者の概要（表 1）

回収数は 197 名（回収率 76.1％）で，そのうち設問

に一つでも回答があった者 148 名を分析対象とした．

内訳は，女性 103 名，男性 45 名であった．年齢は 40

歳代（51 名）と 50 歳代（43 名）で全体の約 6 割を占

めた．資格は，看護師が 98 名（66.2%），准看護師が 50

名（33.8％）であった．また，精神科勤務年数の平均

は 13.4 年（SD9.4）であった．

2．やりがいの程度（表 2）

大いにあると回答した者は 10 名（6.8%），ややある

と回答した者は 73 名（49.3%），どちらともいえないと

回答した者は 54 名（36.5%），ややないと回答した者は

7 名（4.7%），まったくないと回答した者は 4 名（2.7%）

であった．

3．やりがいに関すること

何にやりがいを感じるか，どのような時にやる気を

失うか，働きやすい職場にするには何が大切かについ

てそれぞれ，カテゴリーを【　】，記録単位数をカテゴ

リー名の最後にある（　）内の数字で示す．

1）何にやりがいを感じるか（表 3）

96 名が回答し，109 記録単位あった．分析の結果，29

サブカテゴリー，9 カテゴリーが生成された．カテゴ

リーは，目に見える形で自分の看護の効果を実感でき

ることを意味する【看護の達成感】（26），患者の退院

や状態の改善を意味する【患者の回復】（21），自分が

行った看護に対して患者や家族からポジティブな

フィードバックが得られることを意味する【患者・家

族からの承認】（21），患者からの笑顔や感謝の言葉な

どから提供したケアへの満足感を感じることを意味す

る【患者の満足】（16），スタッフ間の連携がとれてお

り関係性が良いことを意味する【チームとしてのまと

まり】（8），スタッフや上司から認められることを意味

する【同業者からの承認】（6），昇給や賞与などを意味

する【報酬】（6），やりがいを感じることが特にないこ

とを意味する【特にない】（3），何かをやり遂げたこと

を自分で認めることを意味する【自分自身の承認】（2）

であった．

2）どのような時にやる気を失うか（表 4）

97 名が回答し，108 記録単位あった．分析の結果，24

サブカテゴリー，10カテゴリーが生成された．カテゴ

リーは，看護の効果がなかなか目に見えてこないことを

意味する【思うように看護できない時】（19），スタッフ

や上司との人間関係が良くないことを意味する【職場

の人間関係がうまくいかない時】（19），相手に理不尽さ

や身勝手さを感じることを意味する【納得できないと

感じる時】（17），職員間で意見の食い違いがあることを

表 1　研究参加者の概要

表 2　やりがいの程度
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意味する【自分とのずれを感じた時】（12），看護の甲斐

なく患者がなかなか回復しないことを意味する【患者

がよくならない時】（10），自己を否定されたり期待を裏

切られたと感じることを意味する【自分が受け入れても

らえなかったと感じる時】（9），時間に追われ疲れてい

ることを意味する【心身に余裕がない時】（8），患者か

らの拒否や暴力に遭うことを意味する【患者の拒否．暴

力にあった時】（7），やる気をなくすことは特にないこ

とを意味する【やる気をなくすことはない】（4），患者

の人権を無視したような行為を目撃することを意味す

る【患者の人権が尊重されていない時】（3）であった．

3）働きやすい職場にするためには何が大切か（表 5）

117 名が回答し，147 記録単位あった．分析の結果，

21 サブカテゴリー，7 カテゴリーが生成された．カテ

ゴリーは，スタッフ間のコミュニケーションがとれよ

い関係性が構築されていることを意味する【人間関係】

（55），チームワークや多職種との連携がとれているこ

とを意味する【チームとしての連携】（43），物理的環

境や労働条件などの整備を意味する【環境と待遇】（31），

スキルアップや若い人材の積極的導入を意味する【職

場の活性化】（8），適切で公平な勤務評定を意味する

【個としての職員の尊重】（6），倫理的感性の向上を意

味する【人権意識の向上】（3），制度面の整備を意味す

る【法の整備】（1）であった．

表 3　何にやりがいを感じるか

表 4　どのような時にやる気を失うか
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V．考　察

精神科看護師の仕事のやりがいの程度は，「おおいに

感じる」と「やや感じる」を合わせると 56.1％を占め，

研究参加者の過半数が仕事にやりがいを感じていると

いう現状が明らかになった．このように多くの精神科

看護師が仕事にやりがいを持って取り組んでいる中で，

やりがいの実態として本研究で特徴的であると思われ

た連携と承認という概念を中心に考察する．

1）精神科看護師の感じるやりがいにおける連携と承認

について

本調査結果では，精神科看護師がやりがいを感じる

時として看護の成果が感じられ達成感を得られること

を示す【看護の達成感】【患者の回復】以外に，スタッ

フ間の連携がとれており関係性が良いことを意味する

【チームとしてのまとまり】というカテゴリーが生成さ

れた．これは，良い人間関係をベースとして職種を問

わずスタッフがチーム一丸となって物事に対処してい

ることを実感できることである．やる気を失う時のカ

テゴリーである【職場の人間関係がうまくいかない時】

や【自分とのずれを感じる時】は，これらのカテゴリー

の対極にあるものだと考えられた．同じ精神科看護師

を対象とした河野ら（2007）の調査や，急性期病院の

一般科の看護師を対象とした調査（船越ら，2006）で

もチームワークがよいことが働きがいを感じる内容と

して挙げられており，よい人間関係をベースとしたチー

ムとしての連携は看護職として普遍的なやりがいの要

素のひとつと言えるだろう．

加えて，やりがいを感じる時として，【患者・家族か

らの承認】，【同業者からの承認】，【自分自身の承認】

と 3 つの承認に関するカテゴリーが生成された．やる

気を失う時のカテゴリーである【自分が受け入れても

らえなかったと感じる時】【患者の拒否．暴力にあった

時】は，これらのカテゴリーの対極にあるものだと考

えられた．自分の行った看護について認められるとい

う経験は精神科看護師のやりがいにとって大きな構成

要素であると考えられた．精神科看護は可視化しにく

いために評価されにくい（Nakakis & Ouzouni，2008）こ

とに加え，対象の個別性が高く看護師が自らの看護に

自信が持ちにくい（白川ら，2011）と言われている．し

たがって，承認という自己の看護への肯定的な評価を

受ける経験は，精神科看護師がやりがいを感じること

にとって特に重要な意味を持つのかもしれない．ポジ

ティヴな視点の事例検討や看護を語る会といった研修

や，管理職が積極的に承認の態度を示すなど，「承認」

を経験できるような機会を多く持つことが精神科看護

師のやりがいを高めることにつながると考える．

2）本研究の限界と今後の課題

本研究は，研究参加者が同じ県内の精神科看護職能

団体の会員のうち研修会に参加した看護職であり，全

精神科看護職を反映しているとは言い難く，一般化す

るには限界がある．また，一般科看護師を対象とした

働きがいの構成要素の検討（船越，2006）では，管理

職とスタッフにおいてその内容に違いがあった．本研

究では職位の違いに伴うやりがいの違いについては検

討しておらず，今後の課題である．

 

VI．結　論

精神科看護師のやりがいに関する実態調査を行った

ところ，半数以上の精神科看護師は仕事にやりがいを

感じていることがわかった．良い人間関係をベースと

表 5　働きやすい職場にするためには何が大切か
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したスタッフ間の連携と，承認されると言う経験が精

神科看護師のやりがいに大きく影響していると考えら

れた．職位の違いに伴うやりがいの違いの検討が今後

の課題である．
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